
【履修モデル１】  様々な地域の特性や文化に関する知識とグローバルな視点を持ち国際社会で活躍する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅱ 2

哲学入門 2

歴史学入門 2

地理学入門 2

現代と宗教 2

健康増進の理論 2

人文地理学 2

ヨーロッパの歴史 2

民俗学 2

データサイエンス概論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

国際文化論 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

文化人類学 2

社会思想史 2

国際社会と人権 2

多文化コミュニケーション 2

国際社会と日本文化 2

世界経済史 2

日本経済論 2

認知科学 2

ジェンダーと法 2

多文化共生論 2

国際関係論 2

平和と紛争 2

アジア文化論 2

現代文化論 2

地域研究A 2

国際協力論 2

環境政策 2

文化政策 2

生活文化論 2

地域研究B、または、
地域研究C

2

メディアと社会 2

グローバル・リサーチＢ 2

国際共創プログラム 2

ローカル・ビジネススタディ 2

Listening and Speaking B 2

Peace and Coexistence 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2
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目
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目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

20

入門科目 18

94

基礎科目 10

履修合計単位数 124

科目区分 授業科目の名称

配当年次
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【履修モデル１】  様々な地域の特性や文化に関する知識とグローバルな視点を持ち国際社会で活躍する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
英語Ⅰa (R&W) 1

英語Ⅰb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅰa 1

第二外国語科目Ⅰb 1

英語Ⅱa (R&W) 1

英語Ⅱb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅱa 1

第二外国語科目Ⅱb 1

ビジネス英語Ⅰ 2

人文地理学 2

歴史学入門 2

哲学入門 2

ヨーロッパの歴史 2

現代の心理学 2

現代の政治 2

地理学入門 2

健康増進の理論 2

データサイエンス概論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、また
は、社会調査法入門

2

Basic English A 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Basic English B 2

Development of
Multicultural Awareness

2

国際経済論 2

国際社会論 2

国際文化論 2

グローバルビジネス基礎 2

Global　Issues 2

Japanese Culture 2

文化人類学 2

社会思想史 2

国際社会と人権 2

多文化コミュニケーション 2

国際社会と日本文化 2

認知科学 2

宗教と社会 2

社会システム論 2

ジェンダーと法 2

多文化共生論 2

国際関係論 2

共生社会論 2

平和と紛争 2

アジア文化論 2

現代文化論 2

地域研究A 2

環境と社会 2

文化政策 2

生活文化論 2

地域研究B 2

地域研究C 2

グローバル・リサーチB 2

国際共創プログラム 2

Reading and Writing　Ｂ 2

Listening and Speaking　Ｂ 2

Peace and Coexistence 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

演習科目 14

24

発

展

科

目

共創科目 4

英語ｱﾄﾞﾊﾞ
ﾝｽﾄ科目

6

12

専

門

科

目

基幹科目 18

領域科目

基

盤

科

目

入門科目 16

96

科目区分 授業科目の名称

配当年次

   総単位数１年 ２年 ３年 ４年

全
学
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外国語
科目
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30
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【履修モデル２】　国際社会の仕組みに関する知識と課題解決に向けた方策を学び国際社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅱ 2

地理学入門 2

データサイエンス概論 2

現代と哲学 2

現代の倫理 2

アジアの歴史 2

現代の政治 2

ヨーロッパの歴史 2

現代の法 2

健康増進の理論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

国際文化論 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

文化人類学 2

社会心理学 2

国際社会と人権 2

多文化コミュニケーション 2

世界経済史 2

アジア経済論 2

政治学 2

グローバル企業論 2

リーダーシップ論 2

国際関係論 2

共生社会論 2

平和と紛争 2

国際開発論 2

国際協力論 2

環境と社会 2

社会ネットワーク論 2

文化政策 2

メディアと社会 2

国際社会と外交 2

国際保健論 2

国際社会と教育 2

グローバル・リサーチA 2

国際共創プログラム 2

ローカルビジネス・スタディ 2

English Communication B 2

Development and Management 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

20 22 22 22 20 14 2 2

10

演習科目 14

基
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目

専
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科

目

発

展

科

目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

基幹科目

領域科目

履修合計単位数 124

30

広域科目 20

入門科目 18

全
学
共
通
科
目

18

24

外国語
科目

10

94

基礎科目

科目区分 授業科目の名称

配当年次

   総単位数１年 ２年 ３年 ４年

【履修モデル２】　国際社会の仕組みに関する知識と課題解決に向けた方策を学び国際社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
英語Ⅰa (R&W) 1

英語Ⅰb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅰa 1

第二外国語科目Ⅰb 1

英語Ⅱa (R&W) 1

英語Ⅱb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅱa 1

第二外国語科目Ⅱb 1

ビジネス英語Ⅰ 2

哲学入門 2

ヨーロッパ史 2

アジアの歴史 2

統計学入門 2

地理学入門 2

現代の心理学 2

人文地理学 2

健康増進の理論 2

データサイエンス概論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、また
は、社会調査法入門

2

Basic English A 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Basic English B 2

Development of
Multicultural Awareness

2

国際経済論 2

国際社会論 2

国際文化論 2

グローバルビジネス基礎 2

Global　Issues 2

Japanese Culture 2

文化人類学 2

国際社会と人権 2

多文化コミュニケーション 2

国際社会と日本文化 2

世界経済史 2

アジア経済論 2

宗教と社会 2

NGO・NPO論 2

キャリア開発論 2

国際関係論 2

共生社会論 2

平和と紛争 2

国際開発論 2

国際協力論 2

環境と社会 2

社会ネットワーク論 2

福祉社会論 2

メディアと社会 2

国際社会と外交 2

国際保健論 2

国際社会と教育 2

グローバル・リサーチA 2

国際共創プログラム 2

Listening and Speaking A 2

English Communication B 2

Development and
Management

2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

94

基礎科目 12

専

門

科

目

発

展

科

目

共創科目 4

英語ｱﾄﾞﾊﾞ
ﾝｽﾄ科目

6

演習科目 14

基幹科目

領域科目

18

24

入門科目 16
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科目区分 授業科目の名称
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広域科目 20
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【履修モデル３】　人々が暮らす社会や地域をデザインするための知識と実現に向けた考え方を持ち地域社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅰ 2

哲学入門 2

教育学入門 2

歴史学入門 2

現代の心理学 2

データサイエンス概論 2

自然地理学 2

現代の法 2

現代の倫理 2

健康増進の理論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

グローバルビジネス基礎 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

社会思想史 2

国際社会と人権 2

日本経済論 2

クリエイティブシンキング 2

社会システム論 2

ジェンダーと法 2

政治学 2

アカウンティング 2

NGO・NPO論 2

公共政策 2

ソーシャルキャピタル論 2

環境政策 2

まちづくり論 2

地方創生論 2

パブリックマネジメント 2

都市デザイン論 2

環境デザイン論 2

アートマネジメント 2

中小企業政策 2

ローカルガバナンス論 2

地域イノベーション 2

ローカル・リサーチＡ 2

国際共創プログラム 2

ローカルビジネス・スタディ 2

English Communication A 2

Regional Enviroment and
Sustainability

2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

22 22 22 22 18 14 2 2

専

門

科

目

基幹科目 18

領域科目

演習科目 14

24

発

展

科

目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

20

入門科目 18

94

基礎科目 10

履修合計単位数 124

科目区分 授業科目の名称

配当年次

   総単位数１年 ２年 ３年 ４年

基

盤

科

目

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目

【履修モデル３】　人々が暮らす社会や地域をデザインするための知識と実現に向けた考え方を持ち地域社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
英語Ⅰa (R&W) 1

英語Ⅰb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅰa 1

第二外国語科目Ⅰb 1

英語Ⅱa (R&W) 1

英語Ⅱb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅱa 1

第二外国語科目Ⅱb 1

ビジネス英語Ⅰ 2

歴史学入門 2

哲学入門 2

アジアの歴史 2

大阪の経済と文化 2

現代の心理学 2

地理学入門 2

統計学入門 2

健康増進の理論 2

データサイエンス概論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、また
は、社会調査法入門

2

Basic English A 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Basic English B 2

Development of
Multicultural Awareness

2

国際経済論 2

国際社会論 2

グローバルビジネス基礎 2

Japanese Culture 2

社会思想史 2

社会心理学 2

国際社会と人権 2

日本経済論 2

クリエイティブシンキング 2

ジェンダーと法 2

政治学 2

アカウンティング 2

NGO・NPO論 2

リーダーシップ論 2

公共政策 2

ソーシャルキャピタル論 2

環境政策 2

まちづくり論 2

地方創生論 2

パブリックマネジメント 2

社会ネットワーク論 2

地域産業論 2

都市デザイン論 2

環境デザイン論 2

アートマネジメント 2

中小企業政策 2

ローカルガバナンス論 2

地域イノベーション 2

ローカル・リサーチＡ 2

ローカルビジネス・スタディ 2

English Communication A 2

Regional Enviroment and
Sustainability

2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

演習科目 14

28

発

展

科
目

共創科目 4

英語ｱﾄﾞﾊﾞ
ﾝｽﾄ科目

4

8

専

門

科

目

基幹科目 20

領域科目

基
盤

科

目

入門科目 16

94

科目区分 授業科目の名称

配当年次

   総単位数１年 ２年 ３年 ４年

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目 20

基礎科目
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【履修モデル４】　未来社会に向けた事業を創造するための知識と戦略的な手法を学び社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅰ 2

心理学入門 2

経営学入門 2

現代のビジネス 2

現代と統計 2

人文地理学 2

自然地理学 2

データサイエンス概論 2

大阪の経済と文化 2

健康増進の理論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

グローバルビジネス基礎 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

社会心理学 2

世界経済史 2

アジア経済論 2

日本経済論 2

社会システム論 2

グローバル企業論 2

アカウンティング 2

NGO･NPO論 2

キャリア開発論 2

ソーシャルキャピタル論 2

地方創生論 2

社会ネットワーク論 2

地域産業論 2

ツーリズム論 2

事業創造論 2

都市デザイン論 2

ボランティア論 2

地域イノベーション 2

情報産業論 2

観光産業論 2

社会的企業論 2

ローカル・リサーチB 2

国際共創プログラム 2

グローバルビジネス・スタディ 2

Listening and Speaking B 2

Urban Geography 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

20 22 22 22 20 14 2 2

専

門

科

目

基幹科目 18

領域科目

演習科目 14

24

発

展

科

目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

20

入門科目 18

94

基礎科目 10

履修合計単位数 124

科目区分 授業科目の名称

配当年次

   総単位数１年 ２年 ３年 ４年

基

盤

科

目

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目

【履修モデル４】　未来社会に向けた事業を創造するための知識と戦略的な手法を学び社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
英語Ⅰa (R&W) 1

英語Ⅰb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅰa 1

第二外国語科目Ⅰb 1

英語Ⅱa (R&W) 1

英語Ⅱb (L&S) 1

第二外国語科目Ⅱa 1

第二外国語科目Ⅱb 1

ビジネス英語Ⅰ 2

哲学入門 2

アジアの歴史 2

現代と統計 2

大阪の経済と文化 2

現代の心理学 2

宇宙の科学 2

健康増進の理論 2

現代の数学 2

データサイエンス概論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、また
は、社会調査法入門

2

Basic English A 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Basic English B 2

Development of
Multicultural Awareness

2

国際経済論 2

国際社会論 2

グローバルビジネス基礎 2

Global　Issues 2

社会心理学 2

世界経済史 2

アジア経済論 2

日本経済論 2

クリエイティブシンキング 2

社会システム論 2

グローバル企業論 2

アカウンティング 2

NGO･NPO論 2

ソーシャルキャピタル論 2

地方創生論 2

社会ネットワーク論 2

地域産業論 2

ツーリズム論 2

事業創造論 2

メディアと社会 2

都市デザイン論 2

ボランティア論 2

地域イノベーション 2

情報産業論 2

観光産業論 2

社会的企業論 2

ローカル・リサーチB 2

国際共創プログラム 2

グローバルビジネス・スタ
ディ

2

Reading and Writing　A 2

Listening and Speaking　Ｂ 2

Urban Geography 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

演習科目 14

26

発
展

科

目

共創科目 6

英語アドバ
ンスト科目

6

8

専

門

科

目

基幹科目 18

領域科目

基

盤

科

目

入門科目 16

94

科目区分 授業科目の名称

配当年次

   総単位数１年 ２年 ３年 ４年

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目 20

基礎科目

－審査意見（６月）（資料）－4－
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国際共創学部カリ キュラム概念図（ 教育研究上の理念・ 目的、 養成する人材像ならびに3ポリ シーの関係図）

グローバルな視点で社会や経済を見据え、 多文化への理解にもとづき、 人々と未来を共に創り 出していく こと

「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 分野を基盤と し 、 本質的な課題を発見し （ 洞察力） 、 多様な人々の考えを理解し 、 信頼関係の構築に取り 組みながら（ 共感力） 、 解決に向けて立案し （ 構想力） 、 主体的に行動
できる（ 実践力） を備えた「 グローバル人材」 を養成すること

教育研究上の
理念・ 目的

理念

目的

４ ） 未来社会に向けた事業を創造す
るための知識と戦略的な手法を学び
社会に貢献する人材
（ 総合商社、 外資系企業、 総合広告
代理店等）

（ 国際共創学部CP２ ） 【 対応科目： 基盤科目・ 専門科目・ 発展科目】
対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、 ⑥実践力

学科専攻科目の基盤科目、 専門科目及び発展科目では、 専門的な知識・ 技能、 実践的な語学
力、 国際感覚と多様な価値観に基づく 柔軟な洞察力・ 構想力、 多様な人々と共創できる共感
力・ 実践力を身につける科目を編成する。

（ 国際共創学部CP３ ） 【 対応科目： 演習科目】
対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、 ⑥実践力

養成する人材像

想定される進路

ディ プロマ・ ポリ シー
( DP)

１ ） 様々な地域の特性や文化に関す
る知識とグローバルな視点を持ち国
際社会で活躍する人材
（ 企業のグローバル部門・ 企画部
門・ 営業部門、 貿易業や総合商社・
旅行代理業の企業等）

② 関心のある「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 の課題に
対して、 解決に向けて立案できる（ 構想力） 。

① グローバルな視点を持って、 本質的な課題につい
て、 発見し 、 考察できる（ 洞察力） 。

国内外の地域が抱える社会・ 経済課
題に対応するため、 多様な価値観や
文化への関心を持ち、 地域性を考慮
したグローバルな視点とローカルな
視点を合わせ持つ多面的な見方・ 考
え方によって、 新たな解決に貢献で
きるグローバル人材

カリ キュラム・ ポリ シー
（ CP）

３ ） 人々が暮らす社会や地域をデザ
インするための知識と実現に向けた
考え方を持ち地域社会に貢献する人
材
（ NPO・ NGO、 国家公務員・ 地方公務
員等）

２ ） 国際社会の仕組みに関する知識
と課題解決に向けた方策を学び国際
社会に貢献する人材
（ NPO・ NGO、 外資系企業、 企業のグ
ローバル部門・ 企画部門・ 営業部
門、 国家公務員等）

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー
（ AP）

・ 他者と積極的にコミ ュニ
ケーショ ンを図り 、 多様な
文化的背景を持つ人々とつ
ながり 、 切磋琢磨すること
に意欲をもつ者。

・ 入学後の学修に必要とな
る基礎的な知識を修めてい
る者。

・ 経済や社会の課題に関心
を持ち、 論理的に考え、 表
現するための基礎的な力を
もつ者。

（ 国際共創学部AP１ ）

（ 国際共創学部AP２ ）

（ 国際共創学部AP３ ）

これらの教育課程における各科目の学生の成績については、 シラバスに記載する成績評価方法
（ 「 定期試験」 「 レポート 」 「 発表」 等） を用いて評価する。
また、 本学の「 アセスメ ント ・ プラン」 に基づき、 様々な角度からの評価（ GPAや単位修得状
況、 カリ キュラムマッ プ、 外部アセスメ ント テスト 等） をすることにより 、 学生の学修成果を
測定すると と もに、 教育課程全体の評価・ 検証の状況を把握し 、 改善につなげていく 。 なお、
各授業科目の評価・ 検証については、 担当者以外の教員によるシラバス相互チェ ッ クによって
質の保証を担保する。 く わえて、 授業評価アンケート を学生に対し実施することで、 教育課程
の改善につなげていく 。

（ 国際共創学部DP3） 【 共感力・ 実践力】

国際共創学部の学びの基盤となる演習（ ゼミ ナール） 科目を各年次において必修科目として編
成する。
・ 1年次に専任教員が担当する「 アカデミ ッ クスキルⅠ」 「 アカデミ ッ クスキルⅡ」 を置き、 大
学で主体的に学ぶう えでの意識と技能（ 思考力・ 情報活用力） を身につける。
・ 演習科目では、 各学問領域からのアプローチ（ 知識） により 課題を発見し 、 継続的な調査・
研究をすることで、 専門的な課題解決に必要な力（ 洞察力、 構想力、 共感力、 実践力） を身に
つける。

（ 国際共創学部DP1） 【 洞察力・ 構想力】

（ 基盤科目） 対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 の基礎的な知識及び技能（ 語学力・ 思考力・ 情報活用力） に
ついて学び、 グローバルな視点で社会・ 経済課題を洞察・ 構想するために必要となる基礎知識
と基礎能力を身につける。

（ 専門科目） 対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 専門科目は、 専門知識の基礎を形成する基幹科目と 、 専門性を高める４ つの領域（ グローバ
ル文化領域、 国際社会領域、 政策デザイン領域、 社会創造領域） から構成される領域科目に区
分し 、 体系的・ 段階的な学修を通じて、 専門的知識・ 専門的技能と洞察力・ 構想力を身につけ
る。

（ 発展科目） 対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ⑤共感力、 ⑥実践力
・ 発展科目は、 共創科目と英語アド バンスト 科目に区分し 、 共創科目群では現地での体験等を
通じて洞察力、 構想力、 共感力、 実践力を身につけ、 英語アド バンスト 科目群では、 洞察力、
構想力、 共感力、 実践力の基盤となるより 高い英語力を身につける。

（ 国際共創学部CP１ ） 【 対応科目： 全学共通科目】
対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能

全学共通科目では、 幅広い教養の修得や学びの土台づく り のために、 語学科目・ 広域科目を編
成する。
・ 語学科目では、 多文化理解を深めると と もにコミ ュニケーショ ン能力を身につける。
・ 広域科目では、 人文科学・ 社会科学・ 自然科学の科目群と 、 キャリ ア形成科目において、 幅
広い教養と生涯にわたって生き抜く ための知識と考え方を身につける。

③ 国内外の「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 に関する知
識を身につけている（ 知識） 。

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々とつながり 、 共創に向
けて行動できる（ 実践力） 。

⑤ 語学を活用し 、 多様な人々の考えを理解し 、 コミ ュ
ニケーショ ンをとることができる（ 共感力） 。

④ 国内外の情報や知見を収集・ 調査・ 分析することが
できる（ 技能） 。

（ 国際共創学部DP2） 【 知識・ 技能】

－審査意見（６月）（資料）－6－

新

資料２



これらの教育課程における各科目の学生の成績については、シラバスに記載する成績評価方法
（「定期試験」「レポート」「発表」等）を用いて評価する。
また、本学の「アセスメント・プラン」に基づき、様々な角度からの評価（GPAや単位修得状
況、カリキュラムマップ、外部アセスメントテスト等）をすることにより、学生の学修成果を
測定するとともに、教育課程全体の評価・検証の状況を把握し、改善につなげていく。なお、
各授業科目の評価・検証については、担当者以外の教員によるシラバス相互チェックによって
質の保証を担保する。くわえて、授業評価アンケートを学生に対し実施することで、教育課程
の改善につなげていく。

（国際共創学部DP3）【共感力・実践力】

国際共創学部の学びの基盤となる演習（ゼミナール）科目を各年次において必修科目として編
成する。
・1年次に専任教員が担当する「アカデミックスキルⅠ」「アカデミックスキルⅡ」を置き、大
学で主体的に学ぶうえでの意識と技能（思考力・情報活用力）を身につける。
・演習科目では、各学問領域からのアプローチ（知識）により課題を発見し、継続的な調査・
研究をすることで、専門的な課題解決に必要な力（洞察力、構想力、共感力、実践力）を身に
つける。

（国際共創学部DP1）【洞察力・構想力】

（基盤科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能
・「社会・文化」「経済・経営」の基礎的な知識及び技能（語学力・思考力・情報活用力）に
ついて学び、グローバルな視点で社会・経済課題を洞察・構想するために必要となる基礎知識
と基礎能力を身につける。

（専門科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能
・専門科目は、専門知識の基礎を形成する基幹科目と、専門性を高める４つの領域（グローバ
ル文化領域、国際社会領域、政策デザイン領域、社会創造領域）から構成される領域科目に区
分し、体系的・段階的な学修を通じて、専門的知識・専門的技能と洞察力・構想力を身につけ
る。

（発展科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、⑤共感力、⑥実践力
・発展科目は、共創科目と英語アドバンスト科目に区分し、共創科目群では現地での体験等を
通じて洞察力、構想力、共感力、実践力を身につけ、英語アドバンスト科目群では、洞察力、
構想力、共感力、実践力の基盤となるより高い英語力を身につける。

（国際共創学部CP１）【対応科目：全学共通科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能

全学共通科目では、幅広い教養の修得や学びの土台づくりのために、語学科目・広域科目を編
成する。
・語学科目では、多文化理解を深めるとともにコミュニケーション能力を身につける。
・広域科目では、人文科学・社会科学・自然科学の科目群と、キャリア形成科目において、幅
広い教養と生涯にわたって生き抜くための知識と考え方を身につける。

③ 国内外の「社会・文化」「経済・経営」に関する知
識を身につけている（知識）。

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々とつながり、共創に向
けて行動できる（実践力）。

⑤ 語学を活用し、多様な人々の考えを理解し、コミュ
ニケーションをとることができる（共感力）。

④ 国内外の情報や知見を収集・調査・分析することが
できる（技能）。

（国際共創学部DP2）【知識・技能】

アドミッション・ポリシー
（AP）

・他者と積極的にコミュニ
ケーションを図り、多様な
文化的背景を持つ人々とつ
ながり、切磋琢磨すること
に意欲をもつ者。

・入学後の学修に必要とな
る基礎的な知識を修めてい
る者。

・経済や社会の課題に関心
を持ち、論理的に考え、表
現するための基礎的な力を
もつ者。

（国際共創学部AP１）

（国際共創学部AP２）

（国際共創学部AP３）

４）未来社会に向けた事業を創造す
るための知識と戦略的な手法を学び
社会に貢献する人材
（総合商社、外資系企業、総合広告
代理店等）

（国際共創学部CP２）【対応科目：基盤科目・専門科目・発展科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能、⑤共感力、⑥実践力

学科専攻科目の基盤科目、専門科目及び発展科目では、専門的な知識・技能、実践的な語学
力、国際感覚と多様な価値観に基づく柔軟な洞察力・構想力、多様な人々と共創できる共感
力・実践力を身につける科目を編成する。

（国際共創学部CP３）【対応科目：演習科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能、⑤共感力、⑥実践力

養成する人材像

想定される進路

ディプロマ・ポリシー
(DP)

１）様々な地域の特性や文化に関す
る知識とグローバルな視点を持ち国
際社会で活躍する人材
（企業のグローバル部門・企画部
門・営業部門、貿易業や総合商社・
旅行代理業の企業等）

② 関心のある「社会・文化」「経済・経営」の課題に
対して、解決に向けて立案できる（構想力）。

① グローバルな視点を持って、本質的な課題につい
て、発見し、考察できる（洞察力）。

多様な価値観や文化への関心を持
ち、地域性を考慮したグローバルな
視点とローカルな視点を合わせ持つ
多面的な見方・考え方によって、新
たな解決に貢献できるグローバル人
材

カリキュラム・ポリシー
（CP）

３）人々が暮らす社会や地域をデザ
インするための知識と実現に向けた
考え方を持ち地域社会に貢献する人
材
（NPO・NGO、国家公務員・地方公務
員等）

２）国際社会の仕組みに関する知識
と課題解決に向けた方策を学び国際
社会に貢献する人材
（NPO・NGO、外資系企業、企業のグ
ローバル部門・企画部門・営業部
門、国家公務員等）

国際共創学部カリキュラム概念図（教育研究上の理念・目的、養成する人材像ならびに3ポリシーの関係図）

グローバルな視点で社会や経済を見据え、多文化への理解にもとづき、人々と未来を共に創り出していくこと

「社会・文化」「経済・経営」分野を基盤とし、本質的な課題を発見し（洞察力）、多様な人々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組みながら（共感力）、解決に向けて立案し（構想力）、主体的に行動
できる（実践力）を備えた「グローバル人材」を養成すること

教育研究上の
理念・目的

理念

目的

－審査意見（６月）（資料）－5－
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ｸﾞ ﾛ ﾊー゙ ﾙ文化領域： 様々な地域や文化に関する知識と 多面的な特性を学ぶ領域

国際社会領域： 国際社会の仕組みに関する知識と 課題解決に向けた方策を学ぶ領域

政策ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ領域： 人々が暮ら す社会や地域をﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝするための知識と 実現に向けた考え方を学ぶ領域

社会創造領域： 未来社会に向けた事業を創造するための知識と 実践的な手法を学ぶ領域

必修科目
選択必修科目
選択科目

経済情報分析

国際共創学部カ リ キュ ラ ム概念図（ 3ポリ シーと 教育課程の関係図）

４ ） 未来社会に向けた事業を創造
するための知識と 戦略的な手法を
学び社会に貢献する人材
（ 総合商社、 外資系企業、 総合広
告代理店等）

３ ） 人々が暮ら す社会や地域をデ
ザイ ンするための知識と 実現に向
けた考え方を持ち地域社会に貢献
する人材
（ NPO・ NGO、 国家公務員・ 地方公
務員等）

２ ） 国際社会の仕組みに関する知
識と 課題解決に向けた方策を学び
国際社会に貢献する人材
（ NPO・ NGO、 外資系企業、 企業の
グローバル部門・ 企画部門・ 営業
部門、 国家公務員等）

１ ） 様々な地域の特性や文化に関
する知識と グローバルな視点を持
ち国際社会で活躍する人材
（ 企業のグローバル部門・ 企画部
門・ 営業部門、 貿易業や総合商
社・ 旅行代理業の企業等）

国内外の地域が抱える社会・ 経済
課題に対応するため、 多様な価値
観や文化への関心を持ち、 地域性
を考慮し たグローバルな視点と
ローカ ルな視点を合わせ持つ多面
的な見方・ 考え方によっ て、 新た
な解決に貢献でき るグローバル人
材

（ 国際共創学部AP２ ）

・ 経済や社会の課題に関心
を持ち、 論理的に考え、 表
現するための基礎的な力を
も つ者。

対応するDP： ①洞察力、 ②構想
力、 ③知識、 ④技能
全学共通科目では、 幅広い教養の
修得や学びの土台づく り のため
に、 語学科目・ 広域科目を編成す
る。
・ 語学科目では、 多文化理解を深
めると と も にコ ミ ュ ニケーショ ン
能力を身につける。
・ 広域科目では、 人文科学・ 社会
科学・ 自然科学の科目群と 、 キャ
リ ア形成科目において、 幅広い教
養と 生涯にわたっ て生き 抜く ため
の知識と 考え方を身につける。

（ 国際共創学部DP2）
【 知識・ 技能】

選択外国語科目

（ 国際共創学部DP3）
【 共感力・ 実践力】

⑤ 語学を活用し 、 多様な人々の
考えを理解し 、 コ ミ ュ ニケーショ
ンをと るこ と ができ る（ 共感
力） 。

④ 国内外の情報や知見を収集・
調査・ 分析するこ と ができ る（ 技
能） 。

③ 国内外の「 社会・ 文化」 「 経
済・ 経営」 に関する知識を身につ
けている（ 知識） 。

都市デザイ ン論
環境デザイ ン論

アート マネジメ ント
中小企業政策

ローカ ルガバナンス論

ボラ ンティ ア論
地域イ ノ ベーショ ン

情報産業論
観光産業論

社会的企業論

国際関係論

公共政策

（ 国際共創学部CP３ ）
【 対応科目： 演習科目】

対応するDP： ①洞察力、 ②構想
力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、
⑥実践力
国際共創学部の学びの基盤と なる
演習（ ゼミ ナール） 科目を各年次
において必修科目と し て編成す
る。
・ 1年次に専任教員が担当する
「 アカ デミ ッ ク スキルⅠ」 「 アカ
デミ ッ ク スキルⅡ」 を置き 、 大学
で主体的に学ぶう えでの意識と 技
能（ 思考力・ 情報活用力） を身に
つける。
・ 演習科目では、 各学問領域から
のアプローチ（ 知識） により 課題
を発見し 、 継続的な調査・ 研究を
するこ と で、 専門的な課題解決に
必要な力（ 洞察力、 構想力、 共感
力、 実践力） を身につける。

こ れら の教育課程における各科目の学生の成績については、 シラ バスに記載する成績評価方法（ 「 定期試験」 「 レポート 」 「 発表」 等） を用いて評価する。
また、 本学の「 アセスメ ント ・ プラ ン」 に基づき 、 様々な角度から の評価（ GPAや単位修得状況、 カ リ キュ ラ ムマッ プ、 外部アセスメ ント テスト 等） をするこ と により 、 学生の学修成果を測定すると と も に、 教育課程全体の評価・ 検証の状況を把握し 、 改善につなげていく 。 なお、 各授業
科目の評価・ 検証については、 担当者以外の教員によるシラ バス相互チェ ッ ク によっ て質の保証を担保する。 く わえて、 授業評価アンケート を学生に対し 実施するこ と で、 教育課程の改善につなげていく 。

・ 他者と 積極的にコ ミ ュ ニ
ケーショ ンを図り 、 多様な
文化的背景を持つ人々と つ
ながり 、 切磋琢磨するこ と
に意欲をも つ者。

区分内で関連する
科目

区分を越えて関連
する科目

情報化社会と 技術
社会調査法入門

ﾃ゙ ﾀー分析と 活用
ﾛｼ゙ ｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ

Basi c Engl i sh A

（ 国際共創学部AP１ ）

・ 入学後の学修に必要と な
る基礎的な知識を修めてい
る者。

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー
（ AP）

カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー
（ CP）

1年

（ 国際共創学部AP３ ）

（ 国際共創学部CP１ ）
【 対応科目： 全学共通科目】

（ 国際共創学部CP２ ）

対応するDP： ①洞察力、 ②構想
力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、
⑥実践力
学科専攻科目の基盤科目、 専門科
目及び発展科目では、 専門的な知
識・ 技能、 実践的な語学力、 国際
感覚と 多様な価値観に基づく 柔軟
な洞察力・ 構想力、 多様な人々と
共創でき る共感力・ 実践力を身に
つける科目を編成する。

（ 基盤科目） 対応するDP： ①洞察
力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」
の基礎的な知識及び技能（ 語学
力・ 思考力・ 情報活用力） につい
て学び、 グローバルな視点で社
会・ 経済課題を洞察・ 構想するた
めに必要と なる基礎知識と 基礎能
力を身につける。

国際経済論
国際社会論

経済学概論Ⅱ

2年 3年

（ 専門科目） 対応するDP： ①洞察
力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 専門科目は、 専門知識の基礎を
形成する基幹科目と 、 専門性を高
める４ つの領域（ グローバル文化
領域、 国際社会領域、 政策デザイ
ン領域、 社会創造領域） から 構成
さ れる領域科目に区分し 、 体系
的・ 段階的な学修を通じ て、 専門
的知識・ 専門的技能と 洞察力・ 構
想力を身につける。

（ 発展科目） 対応するDP： ①洞察
力、 ②構想力、 ⑤共感力、 ⑥実践
力
・ 発展科目は、 共創科目と 英語ア
ド バンスト 科目に区分し 、 共創科
目群では現地での体験等を通じ て
洞察力、 構想力、 共感力、 実践力
を身につけ、 英語アド バンスト 科
目群では、 洞察力、 構想力、 共感
力、 実践力の基盤と なるより 高い
英語力を身につける。

国際共創入門
経済学概論Ⅰ
社会学概論

専
門
科
目

4年
ディ プロマ・ ポリ シー

（ DP）

基
盤
科
目

2
4
単
位
以
上

全
学
共
通
科
目

3
0
単
位

英語Ⅰａ ・ ｂ 英語Ⅱａ ・ ｂ

第2外国語
Ⅰａ ・ ｂ

第2外国語
Ⅱａ ・ ｂ

広域科目　 ①思想と 文化　 ②歴史と 社会　 ③健康と スポーツ　 ④自然と 生活　 ⑤データ サイ エンスと 数理　 ⑥キャ リ ア形成科目　 ⑦共通特殊講義

（ 国際共創学部DP1）
【 洞察力・ 構想力】

② 関心のある「 社会・ 文化」
「 経済・ 経営」 の課題に対し て、
解決に向けて立案でき る（ 構想
力） 。

① グローバルな視点を持っ て、
本質的な課題について、 発見し 、
考察でき る（ 洞察力） 。

国際文化論
グローバルビジネス基礎

Gl obal  I ssues
Japanese Cul t ur eDevel opment  of

Mul t i cul t ur al  Awar eness

Basi c Engl i sh B

養成する人材像

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々
と つながり 、 共創に向けて行動で
き る（ 実践力） 。

想定さ れる進路

ソ ーシャ ルキャ ピタ ル論

認知科学
ク リ エイ ティ ブシンキング

リ ーダーシッ プ論
キャ リ ア開発論

8
単
位
以
上

4
2
単
位
以
上

文化人類学

社会思想史

社会心理学

国際社会と 人権

多文化コ ミ ュ ニケーショ ン

国際社会と 日本文化

世界経済史

アジア経済論

日本経済論

多文化共生論

宗教と 社会
ジェ ンダーと 法

共生社会論
平和と 紛争

アジア文化論
現代文化論
地域研究Ａ

文化政策
生活文化論
地域研究Ｂ
地域研究Ｃ

国際開発論
国際協力論
環境と 社会

福祉社会論
メ ディ アと 社会
国際社会と 外交

国際保健論
国際社会と 教育

環境政策
まちづく り 論
地方創生論

パブリ ッ ク マネジメ ント

Readi ng and Wr i t i ng A
Li st eni ng and Speaki ng A
Engl i sh Communi cat i on A

Readi ng and Wr i t i ng B
Li st eni ng and Speaki ng B
Engl i sh Communi cat i on B

社会システム論
NGO・ NPO論

演
習
科
目

アカ デミ ッ ク
スキルⅠ

アカ デミ ッ ク
スキルⅡ

発
展
科
目

グローバル・ リ サーチＡ
グローバル・ リ サーチＢ
ローカ ル・ リ サーチＡ
ローカ ル・ リ サーチＢ

Advanced Engl i sh（ Di scussi on）
Advanced Engl i sh（ Pr esent at i on）

Advanced Engl i sh（ Debat e）

政治学
グローバル企業論
アカ ウンティ ング

1
4
単
位

演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅲ 卒業研究Ⅰ・ Ⅱ

社会ネッ ト ワーク 論
地域産業論

ツーリ ズム論
事業創造論

Urban Geogr aphy
Regi onal  Envi r onment  and

Sust ai nabi l i t y

Devel opment  and Management
Peace and Coexi st ence

英語学概論
英文法

英語文学Ａ

英語音声学
英語文学Ｂ

グローバルビジネス・ スタ ディ
ローカ ルビジネス・ スタ ディ

国際共創プログラ ム

【対応科目：基盤科目・専門科目・発展科目】

－審査意見（６月）（資料）－8－
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化領域：様々な地域や文化に関する知識と多面的な特性を学ぶ領域

国際社会領域：国際社会の仕組みに関する知識と課題解決に向けた方策を学ぶ領域

政策ﾃﾞｻﾞｲﾝ領域：人々が暮らす社会や地域をﾃﾞｻﾞｲﾝするための知識と実現に向けた考え方を学ぶ領域

社会創造領域：未来社会に向けた事業を想像するための知識と実践的な手法を学ぶ領域

必修科目
選択必修科目
選択科目

国際共創学部カリキュラム概念図（3ポリシーと教育課程の関係図）

４）未来社会に向けた事業を創造
するための知識と戦略的な手法を
学び社会に貢献する人材
（総合商社、外資系企業、総合広
告代理店等）

３）人々が暮らす社会や地域をデ
ザインするための知識と実現に向
けた考え方を持ち地域社会に貢献
する人材
（NPO・NGO、国家公務員・地方公
務員等）

２）国際社会の仕組みに関する知
識と課題解決に向けた方策を学び
国際社会に貢献する人材
（NPO・NGO、外資系企業、企業の
グローバル部門・企画部門・営業
部門、国家公務員等）

１）様々な地域の特性や文化に関
する知識とグローバルな視点を持
ち国際社会で活躍する人材
（企業のグローバル部門・企画部
門・営業部門、貿易業や総合商
社・旅行代理業の企業等）

多様な価値観や文化への関
心を持ち、地域性を考慮し
たグローバルな視点とロー
カルな視点を合わせ持つ多
面的な見方・考え方によっ
て、新たな解決に貢献でき
るグローバル人材

（国際共創学部AP２）

・経済や社会の課題に関心
を持ち、論理的に考え、表
現するための基礎的な力を
もつ者。

対応するDP：①洞察力、②構想
力、③知識、④技能
全学共通科目では、幅広い教養の
修得や学びの土台づくりのため
に、語学科目・広域科目を編成す
る。
・語学科目では、多文化理解を深
めるとともにコミュニケーション
能力を身につける。
・広域科目では、人文科学・社会
科学・自然科学の科目群と、キャ
リア形成科目において、幅広い教
養と生涯にわたって生き抜くため
の知識と考え方を身につける。

（国際共創学部DP2）
【知識・技能】

選択外国語科目

（国際共創学部DP3）
【共感力・実践力】

⑤ 語学を活用し、多様な人々の
考えを理解し、コミュニケーショ
ンをとることができる（共感
力）。

④ 国内外の情報や知見を収集・
調査・分析することができる（技
能）。

③ 国内外の「社会・文化」「経
済・経営」に関する知識を身につ
けている（知識）。

都市デザイン論
環境デザイン論

アートマネジメント
中小企業政策

ローカルガバナンス論

ボランティア論
地域イノベーション
情報産業論
観光産業論
社会的企業論

国際関係論

公共政策

（国際共創学部CP３）
【対応科目：演習科目】

対応するDP：①洞察力、②構想
力、③知識、④技能、⑤共感力、
⑥実践力
国際共創学部の学びの基盤となる
演習（ゼミナール）科目を各年次
において必修科目として編成す
る。
・1年次に専任教員が担当する
「アカデミックスキルⅠ」「アカ
デミックスキルⅡ」を置き、大学
で主体的に学ぶうえでの意識と技
能（思考力・情報活用力）を身に
つける。
・演習科目では、各学問領域から
のアプローチ（知識）により課題
を発見し、継続的な調査・研究を
することで、専門的な課題解決に
必要な力（洞察力、構想力、共感
力、実践力）を身につける。

これらの教育課程における各科目の学生の成績については、シラバスに記載する成績評価方法（「定期試験」「レポート」「発表」等）を用いて評価する。
また、本学の「アセスメント・プラン」に基づき、様々な角度からの評価（GPAや単位修得状況、カリキュラムマップ、外部アセスメントテスト等）をすることにより、学生の学修成果を測定するとともに、教育課程全体の評価・検証の状況を把握し、改善につなげていく。なお、各授業
科目の評価・検証については、担当者以外の教員によるシラバス相互チェックによって質の保証を担保する。くわえて、授業評価アンケートを学生に対し実施することで、教育課程の改善につなげていく。

・他者と積極的にコミュニ
ケーションを図り、多様な
文化的背景を持つ人々とつ
ながり、切磋琢磨すること
に意欲をもつ者。

区分内で関連する
科目

区分を越えて関連
する科目

情報化社会と技術
社会調査法入門

ﾃﾞｰﾀ分析と活用
ﾛｼﾞｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ

Basic English A

（国際共創学部AP１）

・入学後の学修に必要とな
る基礎的な知識を修めてい
る者。

アドミッション・ポリシー
（AP）

カリキュラム・ポリシー
（CP）

1年

（国際共創学部AP３）

（国際共創学部CP１）
【対応科目：全学共通科目】

（国際共創学部CP２）

対応するDP：①洞察力、②構想
力、③知識、④技能、⑤共感力、
⑥実践力
学科専攻科目の基盤科目、専門科
目及び発展科目では、専門的な知
識・技能、実践的な語学力、国際
感覚と多様な価値観に基づく柔軟
な洞察力・構想力、多様な人々と
共創できる共感力・実践力を身に
つける科目を編成する。

（基盤科目）対応するDP：①洞察
力、②構想力、③知識、④技能
・「社会・文化」「経済・経営」
の基礎的な知識及び技能（語学
力・思考力・情報活用力）につい
て学び、グローバルな視点で社
会・経済課題を洞察・構想するた
めに必要となる基礎知識と基礎能
力を身につける。

2年 3年

（専門科目）対応するDP：①洞察
力、②構想力、③知識、④技能
・専門科目は、専門知識の基礎を
形成する基幹科目と、専門性を高
める４つの領域（グローバル文化
領域、国際社会領域、政策デザイ
ン領域、社会創造領域）から構成
される領域科目に区分し、体系
的・段階的な学修を通じて、専門
的知識・専門的技能と洞察力・構
想力を身につける。

（発展科目）対応するDP：①洞察
力、②構想力、⑤共感力、⑥実践
力
・発展科目は、共創科目と英語ア
ドバンスト科目に区分し、共創科
目群では現地での体験等を通じて
洞察力、構想力、共感力、実践力
を身につけ、英語アドバンスト科
目群では、洞察力、構想力、共感
力、実践力の基盤となるより高い
英語力を身につける。

国際共創入門
経済学概論
社会学概論

国際経済論
国際社会論

専
門
科
目

4年
ディプロマ・ポリシー

（DP）

基
盤
科
目

2
4
単
位
以
上

全
学
共
通
科
目

3
0
単
位

英語Ⅰａ・ｂ 英語Ⅱａ・ｂ

第2外国語
Ⅰａ・ｂ

第2外国語
Ⅱａ・ｂ

広域科目　①思想と文化　②歴史と社会　③健康とスポーツ　④自然と生活　⑤データサイエンスと数理　⑥キャリア形成科目　⑦共通特殊講義

（国際共創学部DP1）
【洞察力・構想力】

② 関心のある「社会・文化」
「経済・経営」の課題に対して、
解決に向けて立案できる（構想
力）。

① グローバルな視点を持って、
本質的な課題について、発見し、
考察できる（洞察力）。

国際文化論
グローバルビジネス基礎

Global Issues
Japanese CultureBasic English B

Development of
Multicultural Awareness

養成する人材像

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々
とつながり、共創に向けて行動で
きる（実践力）。

想定される進路

ソーシャルキャピタル論

認知科学
クリエイティブシンキング

リーダーシップ論
キャリア開発論

8
単
位
以
上

4
2
単
位
以
上

文化人類学

社会思想史

社会心理学

国際社会と人権

多文化コミュニケーション

国際社会と日本文化

世界経済史

アジア経済論

日本経済論

多文化共生論

宗教と社会
ジェンダーと法

共生社会論
平和と紛争
アジア文化論
現代文化論
地域研究Ａ

文化政策
生活文化論
地域研究Ｂ
地域研究Ｃ

国際開発論
国際協力論
環境と社会

福祉社会論
メディアと社会
国際社会と外交

国際保健論
国際社会と教育

環境政策
まちづくり論
地方創生論

パブリックマネジメント

Reading and Writing A
Listening and Speaking A
English Communication A

Reading and Writing B
Listening and Speaking B
English Communication B

社会システム論
NGO・NPO論

演
習
科
目

アカデミック
スキルⅠ

アカデミック
スキルⅡ

発
展
科
目

グローバル・リサーチＡ
グローバル・リサーチＢ
ローカル・リサーチＡ
ローカル・リサーチＢ

Advanced English（Discussion）
Advanced English（Presentation）

Advanced English（Debate）

政治学
グローバル企業論
アカウンティング

1
4
単
位

演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅲ 卒業研究Ⅰ・Ⅱ

社会ネットワーク論
地域産業論
ツーリズム論
事業創造論

Urban Geography
Regional Environment and

Sustainability

Development and Management
Peace and Coexistence

英語学概論
英語文法
英語文学Ａ

英語音声学
英語文学Ｂ

グローバルビジネス・スタディ
ローカルビジネス・スタディ

国際共創プログラム

【対応科目：基盤科目・専門科目・発展科目】

－審査意見（６月）（資料）－7－
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経済学関係科目一覧

前期 後期 前期 後期 前期 後期

国際共創入門
経済学概論Ⅰ

経済学概論Ⅱ
国際経済論

グローバルビジネス基礎
Global　Issues
世界経済史
アジア経済論
日本経済論

経済情報分析
グローバル企業論
アカウンティング
NGO・NPO論
リーダーシップ論
国際関係論
公共政策
ソーシャルキャピタル論

共生社会論
国際開発論
国際協力論
環境政策
まちづくり論
地方創生論
パブリックマネジメント
地域産業論
ツーリズム論
事業創造論
グローバル・リサーチＡ
グローバル・リサーチＢ
ローカル・リサーチＡ
ローカル・リサーチＢ
国際共創プログラム
グローバルビジネス・スタディ
ローカルビジネス・スタディ
Urban Geography
Regional Environment
　and Sustainability

文化政策
福祉社会論
国際社会と外交
都市デザイン論
環境デザイン論
アートマネジメント
中小企業政策
ローカルガバナンス論
ボランティア論
地域イノベーション
情報産業論
観光産業論
社会的企業論
Development and
Management

50科目
100単位

必修科目
選択必修科目
選択科目

配当年次
科目数
単位数

１年 ２年 ３・４年

－審査意見（６月）（資料）－9－
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基本情報
科目名 経済学概論Ⅰ 担当者名 （①）内藤雅一
配当年次／単位数 1 前／2 単位 授業形態 講義
必修・選択区分 必修 科目区分 A-1 入門科目

授業概要
授業内容 本授業は、人間行動の意思決定に利用できる経済ツールと分析アプローチの概要を説明するものである。具体的

には、ミクロ経済学を利用して、企業、政府、個人の構造や意思決定、取引、契約などについて学ぶ。ミクロ経
済学とマクロ経済学はすべての経済分析の基礎である。 本授業では、前半のミクロ経済学や後半のデータ分析
の経済学の基本的な仮説を提示し、現実世界の状況を調べる際にこれらの仮説が広く影響を与えることを説明す
る。 

授業方法 資料を配布し、動画やスライド等をプロジェクタに映して説明する。復習用 Web テストを毎回終了後に知らせ
る。 

到達目標 自分の身の回りで起きている事象を、ミクロ経済学の基礎知識を用いて説明できる。 

・DP との関係： DP1「洞察力・構想力」、DP2「知識・技能」に該当
評価方法 課題：30％ 講義内で課すミニレポート 

Web テスト：20％ 講義以外の時間にネットで課す問題集 
定期試験：50％ 記述式 

テキスト 交換の物語第 3 版 内藤雅一著 Amazon Ink ASIN:B09W4P7BQC 
マンキュー入門経済学第３版 Ｎ・グレゴリー・マンキュー著、東洋経済新報社
事前配布資料及び復習用 Web テストの情報は、第 1 回講義時に知らせる。

参考文献 クルーグマン ミクロ経済学 第 2 版 ポールクルーグマン、ロビンウェルス著 東洋経済新報社
スティグリッツ入門経済学第 4 版 スティグリッツ，Ｊ．Ｅ．著 東洋経済新報社
原因と結果の経済学  中室牧子、津川友介 著 ダイヤモンド社

学生への要望 特になし

授業計画
回 主題 内容 自主学習 備考
1 経済学とは何か 経済学とは具体的に何を学ぶ学問かを理解する。経

済学についてわかりやすく解説する予定である。ミ
クロ経済学とマクロ経済学の違いを扱い、科学とし
ての経済学を考える。

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第１・２章を読む。
「スティグリッツ入門経済学」
第 1 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

2 経済学の基本原理 合理性、希少性、インセンティブ、機会費用、トレー
ドオフなどの基本的経済学的思考を理解する。 

予習（2 時間）：「交換の物語
第 3 版」の第 1 章を読む。「ス
ティグリッツ入門経済学」第 2
章を読む。
復習（2 時間）：Web テスト

3 インセンティブの力 インセンティブの力が組織や個人の行動に与える影
響や効果的なインセンティブについて学ぶ。

予習（2 時間）：「交換の物語
第 3 版」の第 1 章を読む。「ス
ティグリッツ入門経済学」第 2
章を読む。
復習（2 時間）：Web テスト

4 需要と供給(1) 需要曲線と供給曲線を理解する。そして、市場均衡
と価格メカニズムを考える。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第４・５章を読む。
「交換の物語第 3 版」の第３章
を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

5 需要と供給(2) 価格メカニズムと市場の有用性と、需要と供給の変
動要因を理解する。 

予習（2 時間）：「マンキュー入
門経済学」第４章を読む。「交換
の物語第 3 版」の第３章を読
む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

6 弾力性の世界 需要の弾力性や供給の弾力性について解説する。需
要の価格弾力性、所得弾力性、交差価格弾力性につ
いて理解する。需要と供給の関係を探求する中で、
価格弾力性や収益弾力性などの弾力性の概念を理解
する。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第５章付論１を読
む。「交換の物語第 3 版」の第
４章を読む。「スティグリッツ
入門経済学」第 5 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

7 市場介入と需要曲線
と供給曲線 

市場介入が需要曲線と供給曲線に及ぼす影響や市場
の均衡への影響、さらに市場介入の効果について学
ぶ。市場介入の理論的な背景や実際の事例を探求す
ることで、市場メカニズムと政府の役割について深
く理解することができる。 

予習（2 時間）：「交換の物語第
3 版」の第５章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

8 生産と費用 生産関数と限界生産力を理解する。短期的な費用概
念（固定費と可変費）と長期的な費用概念（固定費と
変動費）を理解する。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 5・6 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

－審査意見（６月）（資料）－10－
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9 市場の効率性 効率的な市場の条件とは何かを理解する。そして、
政府の失敗を考える。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第６章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

10 競争市場 完全競争市場の特徴と利益最大化を理解する。 予習（2 時間）：「スティグリ
ッツ入門経済学」第 5 章を読
む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

11 独占 独占の形成と市場の歪みと寡占市場と独占的競争市
場を理解する。 

予習（2 時間）：「スティグリ
ッツ入門経済学」第 6 章を読
む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

12 外部性 正の外部性と負の外部性の違いを理解し、公共財と
市場の失敗を考える。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第７章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

13 因果関係と相関関係
(1) 

根拠のない通説に騙されないために「因果推論」の
根拠にある考え方を学ぶ。 

予習（2 時間）：「原因と結果
の経済学」第 1・2・3 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

14 因果関係と相関関係
(2) 

因果関係を推定するための方法や注意点について学
ぶ。相関関係がある場合でも因果関係を結論するこ
とはできないことを強調し、実験デザインや観察デ
ータの解析における因果関係の推定手法についても
学ぶ。 

予習（2 時間）：「原因と結果
の経済学」第 4・5・6・7 章を
読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

15 経済学の応用と現代
の課題、そして学ぶ
意味とは何か 

環境経済学と持続可能性や、行動経済学と意思決定
を論ずる。技術革新と経済の未来を理解し、経済学
を学ぶ意味を考える。 

予習（2 時間）：全体の復習。 
復習（2 時間）：Web テスト 
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基本情報
科目名 経済学概論Ⅱ 担当者名 （①）内藤 雅一
配当年次／単位数 1 後／2 単位 授業形態 講義
必修・選択区分 必修 科目区分 A-1 入門科目

授業概要
授業内容 本授業では、ミクロ経済学、マクロ経済学を中心とした経済学の知識を理解し、経済課題の解決案について検討

できるようになることを目的として、講義を行う。具体的には、市場の失敗、政府の失敗などの原因とその対策
について、時事問題も取り上げながら学んでいく。 
ミクロ経済学パートでは、時間とリスク、市場の失敗、政府の失敗などの学修を通じて、ミクロ経済学について
の理解を深めていく。マクロ経済学パートでは、ミクロ経済学とは異なる集計的分析を中心に講義を行い、マク
ロ経済学についての理解を深めていく。このパートでは、労働市場と賃金や経済成長などについて学修すること
により、政策的問題を理解するために必要な知識を修得していく。
これらの講義を通じて、経済学の知識を身につけ、経済課題の解決策を検討する基礎を養っていく。

授業方法 資料を配布し、動画やスライド等をプロジェクタに映して説明する。復習用 Web テストを毎回終了後に知らせ
る。 

到達目標 近年の経済に関する時事問題を 1 つ取り上げ、その原因を解決案とともに説明できる。 

・DP との関係： DP1「洞察力・構想力」、DP2「知識・技能」に該当
評価方法 課題：30％ 講義内で課すミニレポート 

Web テスト：20％ 講義以外の時間にネットで課す問題集 
定期試験：50％ 記述式 

テキスト スティグリッツ入門経済学第 4 版 スティグリッツ，Ｊ．Ｅ．著 東洋経済新報社
マンキュー入門経済学第３版 Ｎ・グレゴリー・マンキュー著、東洋経済新報社
事前配布資料及び復習用 Web テストの情報は、第 1 回講義時に知らせる。

参考文献 クルーグマン ミクロ経済学 第 2 版 ポールクルーグマン、ロビンウェルス著 東洋経済新報
クルーグマン マクロ経済学 第 2 版 ポール クルーグマン著 東洋経済新報社

学生への要望 特になし

授業計画
回 主題 内容 自主学習 備考
1 経済学概論Ⅰの復習 経済学概論Ⅰの内容を振り返りながら、経済学の基

本原理から需要と供給の世界を外観し、外部性と独
占について復習する。 

予習（2 時間）：「マンキュー入
門経済学」第 1・2・3・4・5・
6・7 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

2 時間とリスク 金融市場や経済活動における利子の役割やリスク市
場の働き、企業家精神が経済成長に与える影響など
について解説する。また、実際の事例や経済の動向
と関連付けながら、理論を実践的な視点から理解す
る。 

予習（2 時間）：「スティグリッ
ツ入門経済学」第 6 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト

3 市場の失敗 市場の不完全性や情報の非対称性など市場の失敗要
因、公共財や外部性の問題、政府の過剰介入や財政
の効率性に関して考察する。また、政府と市場の連
携と改善策について理解する。 

予習（2 時間）：「スティグリッ
ツ入門経済学」第７章５節を読
む。
復習（2 時間）：Web テスト

4 政府の失敗 公共財の過小供給や外部性の市場への影響、市場の
不完全性と修正政策の役割、政府の過剰介入と市場
の歪み、政府の予算制約と効率性などについて学ぶ。
政府の役割と制約、経済政策の課題について理解す
る。 

予習（2 時間）：「スティグリッ
ツ入門経済学」第７章 7 節を読
む。
復習（2 時間）：Web テスト

5 マクロ経済学入門 マクロ経済学の導入として、GDP と国民所得、消費
と貯蓄、投資と資本形成について学ぶ。

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 8 章を読む。「ス
ティグリッツ入門経済学」第 8
章１節を読む。
復習（2 時間）：Web テスト

6 労働市場と賃金 労働市場の需給関係を論じる。 労働市場の非効率性
と政策介入を理解する。賃金の決定要因を理解する。 

予習（2 時間）：「スティグリ
ッツ入門経済学」第 8 章６節を
読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

7 経済成長 国際的な観点から見ると、経済成長は世界全体で起
きているということに重点を置いて、いくつかの
国々が他の国々より成長に成功したのはなぜか説明
をおこなう。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 10 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

8 インフレーションと
デフレーション

インフレとデフレの定義とインフレの原因と影響を
理解する。 デフレの原因と影響を理解する。

予習（2 時間）：「スティグリ
ッツ入門経済学」第 11 章 1 節
を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

9 貯蓄、投資と金融シ
ステム

貯蓄と投資の関係や金融システムの機能と役割を理
解し、金融機関や金融市場の働き、中央銀行や金融

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 11 章を読む。 
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政策の役割を学ぶ。経済における資金の流れや金融
の役割を通じて、経済の安定性や成長の要素を分析
し、金融システムの重要性を理解する。 

復習（2 時間）：Web テスト 

10 貨幣 お金の機能と貨幣供給について説明する。金融市場
と金利の基本を学ぶ。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 11 章付論１を
読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

11 総需要と総供給 総需要と総供給の相互作用や経済の均衡状態につい
て理解し、経済変動や政策の効果を考える。具体的
な例を用いて、現実の経済現象や政策の影響を分析
する。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 12 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

12 財政政策 財政政策の効果と限界と財政赤字と公共債務を理解
する。 

予習（2 時間）：「スティグリ
ッツ入門経済学」第７章を読
む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

13 金融政策と中央銀行 中央銀行の役割と機能や、金融政策の手法と効果と、
金融政策の課題と限界について説明する。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 11 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

14 開放マクロ経済学の
基本的概念 

開放マクロ経済学の基本的な概念について理解し、
国内総生産、失業、インフレーション、貨幣と中央銀
行、産出ギャップと景気循環、国際収支と国際投資
などの要素について学ぶ。 

予習（2 時間）：「マンキュー
入門経済学」第 13 章を読む。 
復習（2 時間）：Web テスト 

15 講義の総括 国際共創と経済学の関係性について、これまでの講
義を振り返りながら考察する。 

予習（2 時間）：全体の復習。 
復習（2 時間）：Web テスト 
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